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安全・安心まちづくりは　地域の理解と協力　活動の積み重ね！

平成27年３月号　Ｎｏ.712

　平成26年の全国での刑法犯認知件数は、121万2,240件で、前年に比べ10万
1,900件（7.8％）減少しました。
　福岡県は、６万3,259件で、前年に比べ3,535件(5.3％)減少しました。ピークで
あった平成14年の16万8,190件を約62.4％減少し、平成15年以降、12年連続で減
少しました。検挙率は、29.1％で、前年を2.1ポイント下回りました。　

性犯罪の発生状況
　性犯罪は、499件で、前年に比べ58件（10．
4％）減少しました。
●強姦　　　   ～  62件　前年比－28件（31．1％減）
●強制わいせつ～437件　前年比－30件（6.4％減）

住宅対象侵入窃盗の発生状況
　住宅対象侵入窃盗は、3,638件で、前年に比べ525件（12．
6％）減少しました。
●忍込み　　　 ～    566件　前年比－454件（44.5％減）
●空き巣ねらい ～ 2,823件　前年比  －49件（1.7％減）
●居空き　　　 ～    249件　前年比  －22件（8.1％減）

県民の身近で発生する犯罪の発生状況
●増加した罪種 ～ 

●減少した罪種 ～ 
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平成26年 福岡県の犯罪情勢
～刑法犯認知件数は12年連続で減少！～
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安全・安心なまちづくり！安全・安心なまちづくり！

野原美咲さんの作品(真颯館高校)
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・強盗　153件　前年比＋６件（4.1％増)　・オートバイ盗　5,267件　前年比＋262件（5.2％増）
・自動販売機ねらい　2,427件　前年比＋1,381件（132.0％増）
・ひったくり　325件　前年比－66件（16.9％減）　・自動車盗　419件　前年比－218件（34.2％減）
・自転車盗　 14,175件　前年比－341件（2.3％減）
・部品ねらい　1,471件　前年比－449件（22.6％減）
・車上ねらい　3,899件　前年比－976件（20.0％減）  
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オレオレ
9,847万円

還付金等
891万円

融資保証
4,357万円

　平成26年中のニセ電話詐欺(特殊詐欺)の認知件数は、272件で、前年に比べ66件
（32.0％）増加しました。また、被害額は、12億9,188万円で、前年に比べ１億6,624
万円（14.8％）増加しています。
●振り込め詐欺～架空請求詐欺は、146件で、前年と比べ71件、融資保証詐欺は35
　件で、前年と比べ12件増加しました。
　還付金等詐欺は、15件で、前年に比べ２件、オレオレ詐欺は８件で、前年と比べ１件減少しています。
　被害総額は８億6,255万円で、前年に比べ約４億6,907万円増加しています。
●その他の特殊詐欺～振り込め詐欺以外の特殊詐欺は、68件で、前年と比べ14件減
　少しました。このなかで、金融商品の取引にかかる被害は39件と最も多く、全体の
　約60％を占めています。次いでギャンブル関係の被害が27件となっています。
　被害総額は４億2,933万円で、前年に比べ約３億283万円減少しています。

　県内の平成26年の自転車盗の認
知件数は、14,175件で、前年に比べ
341件（2.3％）減少していますが、全
窃盗犯の約30％を占めています。
　依然として高い水準で推移しており、
毎日約40台が盗まれている状況です。

　自転車盗には、転売目的や足代わりで盗むタイ
プ、自転車マニアやイタズラ目的、パーツ(部品)を
趣味として盗むタイプ等があります。また、グルー
プで軽トラック等を利用して盗む例もあります。
【盗まれる要因】
●道路上や駐輪場(商業施設等)での発生が多い。
●盗まれた自転車の半数以上は施錠をしていない。
【防犯ポイント】
●必ず施錠することを心がける。
●カギは２重ロックに心がけ、丈夫なカギをつける。
　種類の異なる錠を取り付けると効果的。
●駐輪は、管理されている施設を利用する。
●柱や鉄柱など固定された建造物につなぐ。
●確実に自転車防犯登録をする。(義務化)
　防犯登録番号や車体番号等を記録しておく。

　県内の暴力団の構成員と準構成員は、約2,530人（平成26
年12月末現在）です。警察の徹底した暴力団犯罪の摘発と県
民一丸となった暴力団排除活動等により、構成員等は減少傾
向を示し、組織勢力は弱体化の兆しをみせていますが、依然と
して、違法・不当な行為を繰り返し
ています。これからも、一層、暴力
団排除活動の盛り上げを図り、「暴
力団のいない安全で安心して暮ら
せる福岡県」をめざしましょう。

全てを「金づるにする」
それが
暴力団の
姿勢です。

金が「腐れ縁
の元」暴力団
を支援・容認
すること
になりま
す。

恐れは「誤ったイメージから」
恐れることは暴力団を助長
させる
ことに
なりま
す。

交際は「暴力団の活動を助長」
暴力団は
あらゆる機会
を狙って
近づいて
きます。

県内のニセ電話詐欺の被害実態（平成26年暫定値）
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かかってくるかも？　いつも心に警報　ニセ電話
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架空請求
７億1,161万円

金融商品
２億7,711万円

ギャンブル
１億3,852万円

自転車の盗難が多発しています。
２重ロックと防犯登録を！

暴力団のいない福岡県をめざそう！
県民一丸となって暴力団排除活動の盛り上げを！

暴力団追放「三ない運動　 　　」の推進
みんなの力で社会の敵、暴力団を追い出し、

明るい街をつくりましょう。

暴力団を「利用しない」

暴力団に「金を出さない」

暴力団を「恐れない」

暴力団と「交際しない」

自転車盗全窃盗犯
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平成27年度
福岡県警察官募集案内
　福岡県警察では、平成27年度に警察官385人を
２回に分けて募集します。
　それぞれの試験日程等については、次のとおりです。

　詳しくは、福岡県警察本部警務課採用センターまでお問い合わせ
いただくか、受験案内をご覧ください。
　なお、県警ホームページに受験資格等の詳細を記載した受験案内
を掲載しています。
【問い合わせ先】
福岡県警察本部警務課採用センター　TEL 092-622-0700（直通）
ホームページ　http://www.police.pref.fukuoka.jp

試験種類・区分 採用予定数 受付期間 第１次試験日

116人

17人

3人

20人

2人

1人

3人

1人

2人

78人

12人

2人

109人

19人

男性

女性

武道指導

早期採用男性

経済

語学（英語）

語学（北京語）

情報工学

男性

女性

武道指導

男性

女性

４月１日(水)
～

４月20日(月)

８月11日(火)
～

８月31日(月)

(１日目)
５月10日(日)
(２日目)
５月下旬～
　　　６月上旬

(１日目)
９月20日(日)
(２日目)
10月上旬～
　　　10月下旬

第
１
回
試
験

第
２
回
試
験 ※武道指導について

　は受験者全員該当

※武道指導、警察官Ｃ
　については受験者
　全員該当

語学
（韓国・朝鮮語）

警察官Ｃ
（専門捜査官）

警察官A

警察官B

警察官A

警察官B

福岡県警サイト福岡県警採用 検　索

心を合わせ　「絆」で築く　安全・安心まちづくり
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　春休みから、新学期にかけてのこの時期は、生
活環境の変化に伴い、深夜はいかいや家出、万引
き、危険ドラッグ等の乱用など、非行に走りやすい
時期でもあります。また、携帯電話やスマートフォ
ンを使用して、好奇心、興味本位から出会いサイト
等の有害サイトにアクセスし、犯罪の被害に遭う
ことも心配されます。
　非行のサインを見逃さないよ
う、子どもの行動に関心を持ち、深
夜の外出や外泊をさせないなど、
非行に走らせない環境づくりに心掛けましょう。

進級・進学時における少年の非行・被害防止

少年を非行等から守ろう！

●親子の対話で家庭の絆を深めましょう。
●子どもの服装や所持品等、日ごろから
　関心を持ちましょう。
●携帯電話やスマホ利用のルールを決
　め、フィルタリングを活用しましょう。
●日ごろから「やって良いこと、悪いこと」につい
　て、親子でよく話し合い、規範意識の醸成に努め
　ましょう。

●他人の子どもにもひと声かけましょう。
●少年は、軽い気持ちで万引きや自転車盗等を犯
　すことがあります。万引きしにくい店舗づくりな
　ど犯罪の起きにくい環境づくりに努めましょう。
●少年の飲酒・喫煙は、不良交友や非行の入り口に
　なりすいものです。見て見ぬふりをせず非行の
　サインとして受け止め、また、酒、タバコ販売事
　業者の方は、必ず年齢確認し、未成年者に販売し
　ないようにしましょう。(未成年と知りながら販売し
　た場合は、法律により処罰されることになります。)

家庭での取組

地域での取組


